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 ２）ハザードマップ「おきなわマリンセーフティマップ」  【継続・更新】 

沖縄県内の水難事故は監視員等のいない海浜における事故がほとんどであるため、各海浜

の危険情報や過去の事故情報が把握できることを目的として、「おきなわマリンセーフティ

マップ」を令和 4年度の本業務にて作成した。 

「おきなわマリンセーフティマップ」では、沖縄県内の海浜 396 か所について、事故の未

然防止につながる情報（危険情報、過去の事故情報、ヒヤリハット情報、天候情報）および

海浜の基本情報（名称、概要、監視員等のいる場合は営業時間、駐車場の有無等の施設情報）

を整理し、マップ形式にて発信している。 

「おきなわマリンセーフティポータル」内に導線が設置されているほか、紙媒体のツール

ン等に QRコードにて導線が設置されている。 

掲載などの詳細については、「おきなわマリンセーフティマップの改善」にて記載している。 

 

表 7 ハザードマップ「おきなわマリンセーフティマップ」 

目的 

・沖縄県内のビーチの危険性・気象情報や過去の事故情報、ヒヤリハ

ット等の安全に楽しむための情報のほか、駐車場やビーチの概要等

の基本情報をビーチごとに掲載している。 

周知方法 ・WEB広告やリーフレット、ポスターに設置した導線により流入。 

形式 ・WEBサイト 

多言語言語 
・英語、韓国語、繁体字、簡体字に対応している。 

※繁体字、韓国語は今年度事業にて作成した。 

表示回数 ・10.0万回 

実施時期 ・令和 6年 4月より閲覧可能 

主な掲載内容 

及び情報元 

・ビーチ毎の危険情報 

 ⇒県内 396か所のビーチを網羅 

 ⇒海水浴場は網羅、自然海岸は過年度調査にて整理 

・過去の水難事故情報 

  ⇒沖縄県警察より提供の水難事故統計値を活用 

・ヒヤリハット情報 

  ⇒マリンレジャー事業者へのアンケート調査より活用 

・ビーチ毎の気象情報（風、潮汐、波高） 

  ⇒Windy を通じて、米国国立環境予測センター（NCEP）より GFS

（Global Forecast System）を活用 

・ビーチ毎の基本情報 

  ⇒沖縄観光情報オープンデータ（OTTOP提供）より活用 

  ⇒県内 396か所のビーチを網羅 
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図 23 「おきなわマリンセーフティマップ」の操作画面 

 

おきなわマリンセーフティマップ
（ビーチごとに潜む危険性や過去の事故、ビーチ情報を掲載）

URL：https://map.marinesafety.okinawa/
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図 24 「おきなわマリンセーフティマップ」の使い方 

 

  

おきなわマリンセーフティマップ
（ビーチごとに潜む危険性や過去の事故、ビーチ情報を掲載）

URL：https://map.marinesafety.okinawa/
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 ３）特設クイズサイト「クイズに答えて沖縄の海を安全に楽しもう」 【継続・更新】 

令和 5年度までの周知やポータルサイトの実績から観光客は海を安全に楽しむための情報

を積極的に取得しない傾向にあることを確認した。このため、令和 6年度業務では、抽選を

伴うクイズキャンペーンを展開した。クイズサイトでは、本クイズに答えて、沖縄の海を安

全に楽しむことを目的として作成した。 

 

表 8 特設クイズサイトの概要 

目的 

・観光客が沖縄の海の安全について主体的に学ぶことを目的としてク

イズ形式にて特設サイトを作成した。 

・また、回答促進のため、抽選を実施した。 

周知方法 ・WEB広告やリーフレット、ポスターに設置した導線により流入。 

形式 ・WEBサイト 

対応言語 ・日本語のみ対応。 

回数者数 ・8,044名回答 

実施時期 ・令和 6年 5月より実施（回答は令和 7年 3月 31日まで） 

主な設問内容 

・基本属性、沖縄および海への旅行の予定 

・自然海岸における事故の発生割合 

・離岸流の回避の方法 

・もしもの時の緊急連絡先 

・事故の多いレジャーの種類 

・海の死亡事故のうち 50代以上が占める割合 など 

 ※属性ごとに設問を変更した。 

 

 

図 25 クイズサイトの操作画面 

  

【クイズ内容】

・自然海岸における事故
発生の割合

・スマホの防水パックの
携帯

・「離岸流」の回避の方
法

・「もしも」のときの緊
急連絡先

・事故の多いレジャーの
種類

・海の死亡事故のうち50
代以上が占める割合
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 ４）LINEアプリ「おきなわマリンセーフティ」 【継続・更新】 

LINE を通じて現在位置情報の発信により各ビーチの事故情報を取得することのできるツ

ールであり、令和 5 年度事業にて構築した。「おきなわマリンセーフティマップ」や「おき

なわマリンセーフティポータル」への導線についても設置されている。 

 

表 9  LINEアプリ「おきなわマリンセーフティ」 

目的 
・現在位置情報の発信により各ビーチの事故情報を取得することので

きるツールであり、令和 5年度事業にて構築した。 

周知方法 ・WEB広告やリーフレット、ポスターに設置した導線により流入。 

形式 ・LINE内アプリケーション 

対応言語 ・日本語のみ対応。 

回数者数 ・約 1,000名の登録（上下するため） 

実施時期 ・過年度より継続 令和 6年 4月より 

主な内容 

・現在地からビーチ情報を取得 

・ハザードマップへの導線 

・ポータルサイトへの導線 

・近くのヒヤリハット検索 

 

 
図 26 公式 LINEアプリの操作画面 
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 ５）Instagram「公式 沖縄ライフセービング協会」  【新規】 

沖縄ライフセービング協会が運営する公式 Instagram である。日々の巡回中にて確認した

気象や海況の状況をストーリー等にて報告するとともに、海を安全に楽しむためのノウハウ

や危険生物等を報告している。 

 

表 10  Instagram「公式 沖縄ライフセービング協会」 

目的 
・観光客に対し、日々の巡回にて確認した気象や海況の様子の発信や

海を安全に楽しむためのノウハウを発信している。 

周知方法 ・投稿発信 

形式 ・Instagram 

対応言語 ・日本語、英語にて発信 

閲覧回数 ・のべ 700,313回 

リーチ数 ・のべ 166,341アカウント 

投稿数 ・128投稿 

実施時期 ・過年度より継続 令和 6年 4月より 

主な内容 
・毎日の気象、海象や危険生物の発生状況 

・沖縄の海を安全に楽しむためのノウハウ など 

 

 

 

図 27 沖縄ライフセービング協会の Instagramアカウント 

  

フォローは
こちらから
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 ６）動画「美ら海あんぜんマルバツクイ ZOO」 【新規】 

前述のクイズをもとに動画「美ら海あんぜんマルバツクイ ZOO」を作成した。親しみやす

いキャラクターとして、動物等のイラストをあしらい作成した。 

主に沖縄や県内離島に移動中のフライト機内にて放映を行った。 

 

表 11  動画「美ら海あんぜんマルバツクイ ZOO」 

目的 
・幅広い方々を対象として、クイズ形式にて海の安全を知ってもらう

ために動画を制作した。 

周知方法 

・主には飛行機内における放映 

・SNS広告にて放映 

・その他、関係者による Youtube掲載 

形式 ・動画 

対応言語 ・日本語、英語字幕 

放映座席 ・20万座席 （JTA提供座席数） 

実施時期 ・令和 6年 8月～10月 

主な内容 

・ライフジャケットの着用 

・スノーケリングの危険性 

・加齢のリスク 

・自然海岸のリスク など 

 

 

図 28 動画の様子 
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 ７）ポスター  【継続・更新】 

空港や港湾、ホテル等での観光関連施設にて掲載することを目的として作成した。サイズ

は施設の状況にあわせて A2から A1サイズにて作成した。多言語として日本語、英語、繁体

字、韓国語にて作成した。 

 

表 12 ポスターの概要 

目的 
・空港や観光施設等にて、通過・滞留する方に対して最低限の海の安

全に関する心得を習得してもらうために制作した。 

設置場所 ・県内主要空港や港湾施設、ホテル等に設置を依頼した。 

サイズ・仕様 ・A１サイズもしくは A２サイズ ※施設毎に調整 

多言語言語 
・英語、韓国語、繁体字に対応している。 

※繁体字、韓国語は今年度事業にて作成した。 

配布枚数 ・約 90部設置 

配布依頼箇所数 ・約 67か所設置 

実施時期 ・令和 6年 6月より順次設置を依頼 

主な掲載内容 

※数パターン作成・設置しているが主に以下の内容を掲載 

 

・沖縄の海を安全に楽しむための心得 

 １：ライフジャケットの着用 

 ２：体調不良の際は海に入るのを控える 

 ３：海水浴場やマリンレジャー事業者を利用して楽しむ 

・各種ツール「おきなわマリンセーフティポータル」、 

 「おきなわマリンセーフティマップ」への導線、 

 クイズキャンペーンへの導線を設置 
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図 29 ポスター日本語 
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図 30 ポスター英語 
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図 31 ポスター繁体語 
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図 32 ポスター韓国語 
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 ８）リーフレット  【継続・更新】 

ライフガードによる海浜における巡回講習時の使用や観光施設等にて配布することを目的

として作成した。A４サイズで３つ折りにて作成した。 

今年度事業では、基本的な情報は昨年度までと同様として、一部の情報更新やクイズやア

ンケート導線の設置を行った。 

また、今年度事業にて、事故が急増していた韓国人観光客に対して、韓国語の翻訳を行っ

た。 

 

表 13 リーフレットの概要 

目的 
・観光客が手に取りやすく本リーフレットにて、一定程度の海を安全

に楽しむためのノウハウが把握できることを目的として制作した。 

配布場所・ 

配布方法 

・ライフガードによる海浜巡回時に手渡しにて配布 

・飛行機機内（今年度は JTA）、空港・港湾等の観光案内所等のリーフ

レットラック、レンタカー・ホテル、マリンショップ等の観光客のタ

ッチポイントに配架を依頼。 

サイズ・仕様 ・A４サイズ ３つ折り ※リーフレットラック設置可能サイズ 

多言語言語 
・英語、韓国語、繁体字に対応している。 

※繁体字、韓国語は今年度事業にて作成した。 

配布枚数 ・約 13万部配布・配架 

配布依頼箇所数 

・約 80か所設置 

 （フライト 1か所、空港・港湾 3か所、ホテル 48か所、 

レンタカー43か所、マリンショップ 5か所、 

その他 3か所、イベント配布 2回） 

実施時期 ・令和 6年 4月下旬より順次配布。 

主な掲載内容 

・海で遊ぶ前に確認しておきたいこと（３つの心得） 

・マル優事業者について 

・マリンレジャーのアクティビティ別（５つ）の心得 

 ⇒海水浴、スノーケリング、カヌー、サーフィン、SUP 

  （ダイビングは事業者を伴うため本紙面では割愛） 

・風、波、天気・天候のチェック 

 ⇒「おきなわマリンセーフティポータル」や 

  「おきなわマリンセーフティマップ」への導線（ＱＲ）を設置。 

・もしもの時は 

 ⇒118番や 110番、119番の記載 

・海の事故から命を守るための３つのポイント 

・クイズキャンペーンへの導線 

・ライフガードの巡回講習に関するアンケートへの導線 
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図 33 リーフレット日本語 表面 

 

 

図 34 リーフレット日本語 中面 
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図 35 リーフレット英語版 表面 

 

 

図 36 リーフレット英語版 中面 
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図 37 リーフレット韓国語版 表面 

 

 

図 38 リーフレット韓国語版 中面 
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図 39 リーフレット繁体語版 表面 

 

 
図 40 リーフレット繁体語版 中面 
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 ９）カード  【継続・更新】 

ホテルやレンタカー等のカウンターにおいて、場所をとらず配布が用意かつ安価な名刺サ

イズのカードを作成した。 

 

表 14 カードタイプのツールの概要 

目的 
・ホテルやレンタカー等のカウンターにて設置し、各種ポータルサイ

トへの導線を掲載した名刺サイズのカードを作成した。 

設置場所 ・ホテルやレンタカー等のカウンターに設置を依頼した。 

サイズ・仕様 ・名刺サイズのカード（両面印刷） 

対応言語 ・日本語を表面、英語を裏面に記載 

設置依頼枚数 ・約 11万部設置 

配布依頼箇所数 ・約 67か所設置 

実施時期 ・令和 6年 5月より順次設置を依頼 

主な掲載内容 

※数パターン作成・設置しているが主に以下の内容を掲載 

 

・クイズに答えて沖縄の海を安全に楽しもう 

 ⇒特設クイズサイトへの導線を設置 

・マリンセーフティポータルへの導線 

・沖縄の海を安全に楽しむための３つの心得 

 

 

図 41 カードタイプのツール 
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 １０）エコバック・ハンドタオル  【新規】 

空港等でのイベントを想定して、エコバックやハンドタオルを制作した。受け取ってもら

いやすいよう実用性のあるツールとした。 

 

表 15 エコバック・ハンドタオルの概要 

目的 
・空港イベントにて配布するためのエコバック、ハンドタオルを制作

した。 

配布場所 ・那覇空港等における水難事故防止イベントにて配布 

サイズ・仕様 
・エコバックタイプ 

・ハンドタオルタイプ 

多言語言語 
・英語、韓国語、繁体字に対応している。 

※繁体字、韓国語は今年度事業にて作成した。 

配布枚数 ・各 700部配布 

実施時期 ・令和 6年 4月下旬より 2回使用 

主な掲載内容 ・ライフジャケットの着用を主なメッセージとした。 

 

 

 

図 42 エコバック・ハンドタオル 
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エ. 周知啓発の方法 

前述した海の安全啓発ツールを活用し、WEB・SNS広告等による旅行計画時「旅マエ」の周

知から、飛行機内や空港、レンタカー、ホテル等の観光関連施設に協力のもと実施した著効

中「旅ナカ」の周知を展開した。各周知啓発の方法を以下に示す。 

 

表 16 旅行計画時「旅マエ」の周知 

周知方法 内 容 

①リスティング広告 

（WEBキーワード広告） 

・検索エンジン（Google、Yahoo!）にて、「海 沖縄」

等の関連する語句を入力したユーザーに対して

検索上位に表示する広告である。 

・本周知広報では沖縄の海を楽しむと想定される

属性ならびにキーワードを設定し出稿した。 

・通年を通じて実施した。 

②SNS広告 

・Facebook、Instagramの SNSにて、県外居住者の

うち、海やマリンレジャーに興味のある層に対し

て、出稿を行った。 

・夏季期間にて実施した。 

③関係者の HP、SNSによる周知協力 

・県内の DMO、地域観光協会、自治体やマリンレジ

ャー事業者に協力いただき、各団体の webサイト

や SNSにて周知を行った。 

④旅行雑誌への掲載 

・旅行雑誌「るるぶ沖縄」にて、沖縄の海を安全に

楽しむための方法を出稿した。 

・令和 6年 12月に発行した。 

 

表 17 旅行中「旅ナカ」の周知 

周知方法 内 容 

①フライト・空港における周知協力 

・フライトについては JTAに協力いただき、機内に

おける動画放映、リーフレットの配架を行った。 

・空港については那覇空港、宮古空港、下地島空港、

石垣空港にて館内におけるポスター掲示やデジ

タルサイネージ等を行った。 

・通年を通じて発信した。 

②ホテル、レンタカー等の観光施設 

や交通結節点における周知協力 

・観光客のタッチポイントであるホテルやレンタ

カー、マリンショップ等の観光施設や港湾やバス

ターミナル等の交通結節点にてリーフレットや

カード、ポスターの設置を行った。 

・通年を通じて設置・配布を依頼した。 

  


